第１号議案　２０１９年度の事業報告書

（千葉県への提出書）
１　事業の成果

　2019年度は、教育・進路支援に関する事業については、４月1日から3月15日まで、のべ209日の授業を行った。対象生徒は、従来の学齢超過生で高校進学希望者に加え、その世代に近い生徒であれば積極的に受け入れた。具体的には、専門学校入学希望者、中学校に在籍しているものの日本語が不十分なために不登校・不登校気味になっている生徒等である。このため、入会者は36名（2名は継続）と例年以上の数となった。
　このため、クラス編成は、4月1日からはクラスＡとＢ、5月20日からはクラスＣ、そして、8月21日からはクラスＤの授業を開始した。ただ、教室と講師の関係で４クラス体制を組むことができないため、８月21日からはクラスＡとＢを統合して、その後は3クラス体制を維持した。
　また、啓発・提言に関する事業については、千葉県内３か所で講演を行った。また、ホームページを更新して広報等行った。

２　事業の実施に関する事項

〇特定非営利活動に係る事業

	事　業　名
	事　業　内　容
	実施

日時
	実施

場所
	従事者の人数
	受益対象者の範囲及び人数

	(1)

教育・進路支援

　に関する事業


	フリースクールとして、学齢超過生・夜間中学生を中心として学習支援を行った。
	通年
	千葉市内
	２９人
	中学既卒者・夜間中学在籍者で高校進学を目指す生徒等３６人

	(2)

啓発・提言
に関する事業
	千葉市内のボランティア、千葉大学「学生ボランチィア実践入門」講座、松戸市立みらい分校で講演を行った。
	6/27

7/17

12/10
	千葉県内
	２人
	多文化共生教育に関心のあるボランティア・学生・教員等約１００人

	
	ホームページの更新
	
	法人事務所
	１人
	不特定多数


（補足）
１　授業　　　　　　２０１９年４月１日～２０２０年３月１５日　
　　　　　　　　　　　　（通算２０９日で、クラスＡとＢが２０９日、クラスＣが１８０日、クラスＤが１１３日で、スクール全体ではのべ５９８日）
　　　　　　　　　　　　数学授業３Ⅰ回、英語授業３０回、選択１１回
２　生徒（資料１）　継続者２名、新入会者３４名
　　　　　　　（進路）高校進学１８名、中学校へ復帰５名、帰国４名、専門学校３名、

継続２名、退会２名、転居１名、就職１名
３　諸活動（資料２）
　　　〇日本語指導（資料３）
４　講師　　　　　　日本語指導講師１８名、数学講師６名、英語講師５名（日本語兼務２名）
